
写真図版72 松山遺跡第 56 地点・西ノ原遺跡第 150 地点試掘調査

松山遺跡第 56 地点試掘調査風景④松山遺跡第 56 地点試掘調査風景③

松山遺跡第 56 地点試掘調査風景① 松山遺跡第 56 地点試掘調査風景②

西ノ原遺跡第 150 地点試掘調査風景④西ノ原遺跡第 150 地点試掘調査風景③

西ノ原遺跡第 150 地点試掘調査風景① 西ノ原遺跡第 150 地点試掘調査風景②
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種別//主な時代・主な遺構・主な遺物

特記事項

長
なが

宮
みや

遺
い

跡
せき

第 3 4 地 点

埼玉県ふじみ野市中
なか

丸
まる

二 丁
ちょう

目
め

２
－２・46

112453 35°52′40″ 20110627
276

分譲住宅建設

25-009 139°31′52″ 20111201 鍋島直久、越村篤

集落跡//縄文時代早期・炉穴７基・落とし穴１基、前期・住居跡１軒、土坑11基、縄文土器・石器/中近
世・井戸９基、溝４条、ピット25基、陶磁器

縄文時代前期関山式２期の住居跡は、関山期の集落配置を考える上で貴重である。

長
なが

宮
みや

遺
い

跡
せき

第 3 6 地 点

埼玉県ふじみ野市長
なが

宮
みや

二 丁
ちょう

目
め

４
－３

112453 35°52′39″ 20111004
656

分譲住宅建設

25-009 139°31′44″ 20111114 鍋島直久、越村篤

集落跡//縄文時代・炉穴２基・縄文土器・石器/中近世・井戸16基、土坑４基、溝16条、ピット20基・銭
貨、陶磁器、板碑、石製品

溝で区画された周辺から多数の井戸が確認され、その中の１基からは７点の廃棄された板碑が出土した。
中近世の土地利用や信仰を考える上で貴重である。

松
まつ

山
やま

遺
い

跡
せき

第 5 6 地 点

埼玉県ふじみ野市築
つき

地
じ

三 丁
ちょう

目
め

４
－７、４－８の一部

112453 35°52′20″ 20110404
87

共同住宅建設

25-010 139°31′52″ 20110415 鍋島直久、越村篤

集落跡 // 奈良平安時代・掘立柱建物跡３棟、土坑１基、溝２条、ピット、須恵器・土師器・鉄滓・土錘・陶磁
器

奈良平安時代の掘立柱建物跡は集落の配置を知る上で貴重で、また土坑から出土した須恵器の獣脚は非日
常的な遺物であり生産地や流通を検討する必要がある。

西
にし

ノ
の

原
はら

遺
い

跡
せき

第150地点

埼玉県ふじみ野市 旭
あさひ

一 丁
ちょう

目
め

14
－５・６

112453 35°51′12″ 20120123
108

宅地造成

30-0014 139°31′33″ 20120304 鍋島直久、越村篤

集落跡//縄文時代早期・炉穴１基、中期住居跡３軒、集石土坑２基、ピット35基、土器・石器

縄文時代中期の住居跡は同遺跡で200軒を越え、集落の配置や縄文時代を研究する上で貴重である。
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